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８月の全体会は「リスクマネジメントについて」でした。介助中の様々な事故の事例を見ながら、原因

と対策を考えました。事故が起きたら全てヘルパーの責任、と考えてはいけません。例えば、事故が起き

た時ヘルパーの注意力不足が原因だとしてしまったら、再発防止対策は「ヘルパーがもっと注意する」に

なってしまいます。結果、事故の再発防止はできません。大切な事は、利用者側（なぜ利用者に事故がお

こったのか？）・介護職側（なぜ職員は事故を阻止できなかったのか？）・環境や器具（設備や用具などに

不備はなかったか？）これら 3 つの視点にわけて原因を洗い出し対策を考えることです。 

事故防止のために守るべきルールを明確にして、リスク情報をご家族やケアマネージャー、ヘルパー、

事業者で理解し共有することが重要になります。ご家族を含め、みんなで事故のリスクを少しでも減らせ

るように話し合い、協力することも大切ですね。                 編集：矢萩 

訪問介護：kokohiro_carecenter@yahoo.co.jp 

福祉用具：kokohiro_shop@yahoo.co.jp 

居宅介護支援：kokohiro_plan@yahoo.co.jp 

ここかじ：kokokaji.ome@gmail.com 

 

 

〒198-0042 
東京都青梅市東青梅４－１７－４２柚木沢ビル１F 

 

 
TEL：0428-23-8220 FAX：0428-23-8254 

8 月はヘルパーとここひろスタッフとで、ビンゴ大会を行いました。 

普段ななかなか関われないヘルパーとスタッフが、一緒に食事をしたり、

ゲームをして親睦を深めました。 
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 紙資源を大切に…電子メールを有効に使いましょう！ 

・地域ケアサポート館 福わ家・小規模多機能ホーム 
東京都青梅市藤橋２の６１４の１８ でんわ：0428-30-0512 FAX：0428-30-0513 
・地域ケアサポート館 福わ家・グループホーム（認知症対応型共同生活介護） 
東京都青梅市藤橋２の６１４の６  でんわ：0428-78-2100 FAX：0428-78-2101 
 
Ｅ-mail:fukuwauchi.ome@gmail.com    ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.kokohiro.jp/ 

発行元：地域ケアサポート館 福わ家 

8 月といえば、夏祭り！ 

福わ家でも８/10 に、地域・ご家族の方々のご協力のもと納涼祭を行いました。 

 

今年は、祭りといえば「お神輿」だよねという言葉から、初めて手作りお神輿と大うちわを利用者様と一緒

に作りました。試行錯誤しながらでしたが、スタッフの持ち味を生かした素敵なお神輿と大うちわができま

した。あいにく小雨の降る中でのスタートでしたが、元気いっぱい踊ることができました。 

地域の方や子供達、ご利用者様、ご家族などにも楽しんで頂き、出店のメニューもほとんど完売するほど

盛況ぶりでした。 
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発行元：地域ケアサポート館 福ら笑（ふらわー） 

地域ケアサポート館 福ら笑（ふらわー） 小規模多機能ホーム・グループホーム 
東京都羽村市川崎１の７の８       でんわ：０４２－５５５－６６７８ 
                        ＦＡＸ ：０４２－５７８－８６２８ 
   Ｅ-mail:flower.hamura@gmail.com    ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.kokohiro.jp/ 

 
 

皆様こんにちは。今年の夏は雨の日が多かったこともあり、畑の野菜たちと雑草の成長に手が追い付いていか

ず苦戦しております･･･ 
8 月末現在の福ら笑登録人数ですが、GH：9 名・小規模 24 名となっており、福ら笑がスタートして以来一番の

賑わいとなっています。このような状況もあり、ご家族の皆様には様々なご協力をお願いすることがあったか

と思いますし、今後も出てくるかと思われますがご理解いただきたくお願い致します。 
さて、今月も様々な所に行って来ました。「青梅市地密連 BBQ」「羽村市夏祭り大会」「川崎西地区盆踊り大会」

「マスのつかみ取り大会」「福わ家納涼祭」。私が持った印象ですが、どこに行っても認知症という部分に関し

て特別扱いされることはなく、地域の高齢者として関わってくれて居たように感じました。これはそう簡単な

事ではなく、認知症に対して理解を深めようという気持ちがあってこそ生まれる光景かと思います。今後、こ

の地域の為に何が出来るかしっかり考えて行かなきゃと考えさせられました。       鈴木 雄生 

  
 


